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授業支援システムを活用した 
学びの場づくりの試み

── 八戸学院大学の事例 ──

坂　　本　　貴　　博

　1.　は じ め に

中央教育審議会は，平成 20年 9月文部科学
大臣から「中長期的な大学教育の在り方につい
て」包括的な諮問を受け，それから 4年間審議
を重ね，平成 24年 8月 28日に「新たな未来を
築くための大学教育の質的転換に向けて～生涯
学び続け、主体的に考える力を育成する大学へ
～」1）を答申した。これまでも，大学教育の質
保証については，中央教育審議会等が繰り返し
答申してきたが，目立った改善効果は得られて
いないとの認識が一般的であった。答申は，大
学進学率が 5割を超えユニバーサル化する中，
大学教育の質の保証とそのための教育改革の必
要性に対して社会的に要求が高まっている時代
背景の下，危機感を有する中央教育審議会の大
学教育部会が大学教育の質的転換が極めて切実
な問題であるとして，平成 24年 3月 26日に「予
測困難な時代において生涯学び続け、主体的に
考える力を育成する大学へ」審議をまとめたも
の2）である。
この審議まとめからは，大学教育の質的転換

を強調するように「学習」が「学修」という表
現となり，答申では「学修」で表現が統一され，
用語解説においても『大学設置基準上，大学で
の学びは「学修」としている。これは，大学で
の学びの本質は，講義，演習，実験，実習，実

技等の授業時間とともに，授業のための事前の
準備，事後の展開などの主体的学びに要する時
間を内在した「単位制」により形成されている』
と述べられている。
大学での「学修」とは主体的に学び修める「能
動的学修（アクティブ・ラーニング）」のこと
であり，受動的な学び「学習」とは異なる。「能
動的学修」の場合，従来の教育とは質の異なる
学修となるため，学生に授業のための事前準備，
授業の受講や事後の展開を促す教育上の工夫等
が求められる。つまり，学生の学修時間を増や
し，学修時間を確保させる「単位制の実質化」
の実現であり，大学や教員にも責任があるとい
うことである。答申でも『学生に向かって「学
修時間を増やしなさい」と呼びかけるだけでは
実現しない。学生の学修時間の増加・確保には，
学生の主体的な学修を促す教育方法と工夫が不
可欠である』と提言されている。

　2.　学士教育課程の現状と課題

答申では，大学教育の質的転換への好循環の
始点として「学生の学修時間の増加・確保」に
着目している点が大きな特徴である。これは，
我が国の大学生の学修時間が諸外国の学生と比
べて著しく短いという現実を改めて認識したか
らである。
大学設置基準第 21条において，1単位は授

業前後の主体的な学修を含めて 45時間の学修八戸学院大学ビジネス学部准教授
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を要する内容で構成することが標準とされてお
り，一日当たりの総学修時間は，以下の通り 8

時間程度であると算定3）される。
●  卒業要件=124単位，1単位=45時間=（授
業 1時間＋関連する学修 2時間）× 15週

●  1学期で修得するべき単位=124単位÷ 4

年間÷ 2学期≒ 16単位
●  1学期の学修時間=16単位× 45時間=720

時間
●  1週間の学修時間=720時間÷ 15週=48時
間

●  1日の学修時間（1週間を 6日間で計算）
48時間÷ 6日=8時間
ところが，日本の学生の学修時間は授業の時

間を含んで 1日 4.6時間と設置基準に照らして
半分程度に過ぎず，勉強しない日本の学生とい
う調査結果4）が報告されている。さらに日米比
較で日本の学生の学修時間の少なさが強調され
ている。
だが，日米を比較した結果，少ないのは学生

の学修時間数だけではなかった。シラバスを作
成している大学は平成 21年度で 96.4%まで進
んだが，「具体的な準備学修（予習）内容を示
している」大学は 35.8%，「具体的な学修時間
の目安を示している」大学は 6.8%にとどまっ
ている5）。すなわち，文部科学省の指導により
シラバスの導入は進んではいるが，大学の授業
が講義中心で，学生を主体的に考えさせる授業
形態になっていないことが課題として明らかと
なったのである。主体的な学びの意欲を学生に
喚起するための必要な仕組みはシラバスであ
り，そのためには，授業概要のみならず，学修
課題や予習・復習の内容とそれに必要な時間や
参考書を記載することで，学生が目標を持って
計画的に学修できるようになる「学修支援策」
であることが改めて認識された。その他の「学
修支援策」としては「体系化されたカリキュラ
ムの整備」，「授業科目のナンバリング」，「ティー
チング・アシスタント等の教育サポートスタッ
フの充実」，「学生の主体的な学修のベースとな

る図書館の機能強化」，「ICTを活用した双方向
型授業・自修支援や教学システムの整備」等の
取り組みを求めている。

　3.　授業改善と ICT利活用の状況

公益社団法人私立大学情報教育協会から出さ
れた「私立大学教員の授業改善白書　平成 22

年度の調査結果」6）と同白書「平成 25年度調査
結果」7）によると，ここ数年間においても，授
業で直面している学生の問題の上位 3項目とし
て「主体性の欠如」，「学修意欲の不足」，「基礎
学力の不足」が指摘されており，授業には出席
するが，指示待ちで消極的な授業態度が懸念さ
れている（図 1）。
上記以外にも少数ではあるが，「授業に出席
しない」，「教員の言葉を理解できない」，「授業
の事前準備や事後の展開などに取り組む意欲が
不足している」，「教科書を準備しないまま受講
する学生」，「授業中，携帯電話やスマートフォ
ンを操作している」等の状況は，多くの大学の
共通の課題であり，改善していく意識変革が急
がれている。
答申の中で，教育の質的転換を図るため事前・
事後学修による学生の主体的な学修への取り組
みが課題として指摘されているように，教室の

図 1　  授業で直面している問題点【学生に関する
問題】（出典 :『私立大学教員の授業改善白
書「平成 22年度の調査結果・平成 25年度
調査結果」』より作成）
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授業に加え，教室外の学修を強化充実すること
が喫緊の課題となっている。
このような中で教育改善の手段として考えら

れる ICTを用いた学修環境としては，教員と
学生，学生同士が主体的な学びを促進する協働
学修のシステム，教員間の連携を促進するコ
ミュニケーションシステム，学生の理解度を把
握するシステムなどが必要である。
答申後の平成 25年 6月に閣議決定された「第

2期教育振興基本計画」8）では，大学教育の質
的向上を目指し，「学生の主体的な学修のベー
スとなる図書館の機能強化」，「ICTを活用した
双方向型授業・自修支援や教学システムの整
備」，「大規模公開オンライン講座（MOOC）の
活用」等の積極的な ICT活用の取り組みを求
めている。
各大学の授業改善を目的とした ICT活用の
取り組み状況は，「ネット上にシラバスの詳細
情報を掲載して授業運営の明確化を図る」こと

や，「ネット上の教材・小テストなどの活用に
よる学修実態の把握」等，徐々に進展してきて
いる（図 2）。
学修支援での ICTの活用は日常的となりつ

つあるが，それぞれの教育内容によって活用方
法の違いもあり，その効果については一様では
ない。そのため，教育効果を想定して ICTを
どのような場でどのように使用することが適切
なのか，従来とは異なる授業設計（デザイン）
をどのようなコンセプトで考えるのか，各分野・
各教員間での相互研修を行い，ICT活用の可能
性と限界について再認識する必要性が重要であ
ると考えられる。

4.　八戸学院大学における授業支援システム
を活用した，学びの場づくりの試み

これまで述べてきた答申の内容に沿って，本
学の ICT学修環境や学生の特性を考慮しつつ，
本学における教育方法の改善について検討した
結果，従来の対面教育と ICTを活用したオン
ライン教育をブレンドした反転授業に代表され
るブレンデット教育を導入し，学生中心（学修
者中心）の「新たな学びの場づくり」という試
みが必要であると考えた。

　5.　授業支援システム導入と主な機能

本学では，平成 26年 4月から授業支援シス

図 2　  授業改善のための情報通信技術 ICTの活用
状況（出典 :『私立大学教員の授業改善白
書「平成 25年度調査結果」』より作成）

図 3　  授業支援システムを活用した，学びの場づ
くり
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テムとして，インターレクト社の dotCampus

（ドットキャンパス）9）を導入運用している。
dotCampusは，WEBブラウザで提示される教
材を利用した学習WBT（Web-Based Training）
を可能とし，学習進捗や成績管理などを行う
LMS（Learning Management System）/CMS

（Course Management System）から成る eラー
ニングシステムである。それ以前にもオープン
ソース（無料）の LMS/CMSの Moodle（ムー
ドル）システムが導入運用されていたが，各教
員のそれぞれの教育上のニーズの違いや ICT

を活用した授業への関心の薄さ，Moodleシス
テム本来の使い方に関して組織的な研修活動が
行われなかったことで，その利活用は情報系の
一部の教員にとどまっていた。さらにMoodle

システムの運用管理の作業負担が大きな課題と
なっていた。このような課題解決に対応すべく，

全学的利用を前提とした新たな授業支援システ
ムとして dotCampus（表 1）の導入が決定され，
平成 26年 4月からは本格的な使用が開始され
た。

dotCampusには，全授業科目が登録され全て
の教員が利用開始できるようになっており，そ
れぞれの講義内容によって活用目的や方法の違
いはあるが，これらの機能を活用することで，
教育の質が向上すると期待されている。
しかし，導入決定から運用開始まで十分な準
備期間がなかったこともあり，これまでの教育
上の使用実績はそれ程高くない状況である。た
だし，年数回の教員向け研修会も開催され，各
学部・学科の講義において教材資料の提示や配
布，レポート管理機能は徐々に活用されてきて
いる。
一方，学生には新学期の講義内で使用方法等
の説明が行われており，現在，殆どの学生は無
理なく利用できる状況となっている。

　6.　dotCampus活用事例10）

本学における現在の dotCampus活用は，各
教員が試行錯誤をしながら取り組んでいる状況
にあるが，事例として担当授業の一部を例に紹
介する。
担当授業は，講義室の座学形式で行う「講義
形式」とコンピュータ実習室で PCを操作しな
がら行う「演習・実習形式」を担当している（表
2）。

（1）　講義形式での活用
講義形式の授業では，「ま Navi」の授業日程

に合わせたフォルダ内に，事前学修の資料とし
て学生用の説明スライド（空欄あり）のファイ
ルを準備し，教材配布機能を利用し配布してい
る。授業の後にも，授業で使用した説明スライ
ド（空欄の解答付き）を事後学修の資料として
配布している。
「ま Navi」のフォルダ管理では，学生個々の

表 1　dotCampus「ま Navi」の主な機能

お知らせ
教員からクラス全員または一人
の学生へ授業に関するお知らせ
を自己配信できる。

教材自己布・提示 予習・復習のための資料を配布・
提示できる。

レポート管理 学生はレポートの提出，教員は
添削できる。

指導ノート
学生の講義での状況，生活態度
などを，指導ノートで記録でき
る。

アンケート
学習や授業に関する学生の意見
を収集し，結果は自動的に集計
し表示できる。

掲示板

授業中に聞けなかった疑問も聞
くことができる。
学生同士でディスカッションを
行う課題を与えることができ
る。

小テスト
学生は理解が不十分な分野を確
認できる。
教員は個々の学生の理解度を把
握できる。

eカルテ

評価基準を設定し，学生に公開
できる。
テストやレポートなど各項目の
得点が自動的に集計され，学生
は自分の状況を把握できる。
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学修状況が把握でき，資料閲覧の有無を確認し，
未読学生には，注意を喚起する，あるいは別の
課題を提示することも可能であり，個別化した
指導に有効である（図 4）。
また，多人数の講義形式では，教員からの一

方通行的授業展開になる可能性があるので，授
業後にテスト機能を利用し，テスト結果の状況
から学生の理解度を考慮し，講義計画をその都
度微調整している。なお，dotCampusは携帯電
話やスマートフォンからのアクセスも可能であ
ることから，講義形式の授業において，教室に
PCがなくてもアンケートへの回答，小テスト
の受験が可能であり，利便性が高い。さらに加
えて「ま Navi」のフォルダ管理にはフォルダ
の利用条件として，テストに設定した合格点を
用いて，次に指示する教材の閲覧をコントロー
ルする機能がある。事前学修教材と授業前の予
備知識確認のための「事前テスト」と，このコ
ントロール機能をセットで用いることで，質の
高い学生の能動的学修を実現可能とする。ただ

し「事前テスト」の設定では，合格点を達成す
るまで何度でも繰り返しチャレンジできるこ
と，解答後の正解と解説を表示する，毎回テス
トの問題がランダム表示されるよう設定してお
く工夫が必要である（図 5・6・7）。
学生が授業開始前に事前学修を行い「事前テ
スト」で合格点に達すると，授業用の配付資料
のダウンロードおよび学修成果確認のための
「事後テスト」の受験ができる学修サイクルで

図 4　資料配布と進捗状況確認 図 5　事前テスト・事後テストの提示と問題作成

表 2　担当授業と活用機能

講義形態 講義名 受講人数

主な利用機能

資料配布 教材提示
課題・
レポート
提出

小テスト

講義 コンピュータ・サイ工ンス 78名 ○ ○ ○

演習 マルヂメヂィア論 31名 ○ ○ ○

実習 情報処理基礎 37名 ○ ○ ○

図 6　正解と解説表示，合格ライン設定
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ある。この学修サイクル（図 8）は，学生に授
業のための事前準備，授業の受講や事後の展開
を促す教育上の工夫であり，学生中心の「新た
な学びの場づくり」という試みになる。

（2）　演習・実習形式での活用
演習・実習形式の授業は，講義の説明資料

（PDF）および演習・実習例題，課題の教材配布・
提示が主な利用方法となっている。担当してい
る演習・実習の科目は，情報教育関連であり，
実社会で直面する各種問題を解決するため，
ICT技術がどのように活用できるのかを学生に
理解させ，学生が ICTに関する知識と技術を
理解し，得た知識を使って問題解決できる人材
育成を目指している。いわゆる問題解決型学習
PBL（Problem-Based Learning）を適用した授
業となることから，学生の理解度やスキル等に
よって進度の差が生じることとなるので，講義
形式の活用以上に，学生個々の進捗状況の把握

と個別指導が重要となる。例題や課題の様々な
データ形式のファイルも，「ま Navi」のフォル
ダから教材配布機能で学生に提示することがで
きるので，学生は正課時間外に自宅や寮等，実
習室外からアクセスし，必要なデータをダウン
ロードして自主的に学ぶとともに演習・実習作
業ができ，完成した課題ファイルはレポート管
理機能を使ってアップロードして提出できるよ
うになっている。部活動の遠征等，何らかの理
由によって授業に出席できなかった学生にも，
遠征先等から dotCampusにアクセスし「ま
Navi」のフォルダを活用させることで，学生の
学修機会の保証ともなっている。

（3）　少人数（ゼミ）形式での活用への期待
少人数のゼミ形式の授業では，教材配付・提
示機能の他に，掲示板機能を利用することで，
教員と学生間，さらには学生同士のコミュニ

図 7　テスト修了証の発行と進捗状況確認

図 8　  新たな学びの場づくりにおける学修サイク
ル

図 9　課題提示設定と課題提出状況の確認

図 10　レポート管理



45─    ─

坂本貴博 : 授業支援システムを活用した学びの場づくりの試み

ケーションのツールとして活用できる。授業に
関する Q&Aやグループ学習のディスカッショ
ンに利用でき，インターネットに接続された
PCやスマートフォン，タブレットがあれば，
場所や時間に関係なく，必要な情報共有が可能
になり，ゼミ活動の円滑化や活発化利用に期待
できる。

（4）その他の活用
アンケート機能は，授業の感想や学生の要望・

意見データを収集し，日々の授業設計や授業教
材にフィードバックすることで授業改善に役立
てられるツールとして重要なツールとなる。
また，学生の能動的な学修への参加を取り入

れたアクティブ・ラーニングは，教育を変える
試みとして多くの大学で採用されてきている
が，これを実現する一つのツールとしてクリッ
カーが用いられるようになってきた。クリッ
カーは，教員と学生間の双方向コミュニケー
ションを可能にするツールであり，授業中に教
員から一人の学生に質問・回答させるのではく，
全学生の反応を取得し学生の理解度等をその場
で把握し授業に反映することができ，授業の質
を高める上で効果的な方法11）とされている。
このようなリアルタイムで学生の反応を得る場
合にも，クリッカー専用のハードウェアを整備
せずにアンケート機能を代用することで実現で
きる。
加えて，eカルテ機能は，成績の登録や集計
を簡単に行うことのできる成績管理機能であ
る。dotCampusに提出したレポートの点数や，
小テストの点数を eカルテに連携することで，
自動的に成績表に得点が入力される。オフライ
ンで実施した定期試験の成績や，学習態度など
についても得点を登録し，様々な角度から評価
ができる。また，eカルテに授業科目の客観的
な評価基準方法（評価の対象となる領域や，評
定の基準（%））は，自由に設定することがで
きる。設定した情報と教員が登録した成績を学
生個々に公開することで，学生の学修の目標を

明確にさせることも可能となる。今後，このよ
うな評価の明確化は「大学教育の質保証」とし
て大学の教育改革の中で重要な活用方法である
と考えられる。

　7.　学生の評価

「ま Navi」の各授業フォルダにおける学生の
学修履歴状況（特に「事前テスト」「事後テスト」）
を確認すると，各テストの学生一人あたりの平
均受験回数は 3回，複数名の学生が 10回以上，
中には最大回数 30回という学生もいたことが
確認できている。利用時間帯は 23時以降の深
夜や早朝 5時など，部活動やアルバイト等が終
了した後と思われる時間帯での利用が確認され
た。
また，学期末に実施した学生アンケート12）

の自由記述結果では，図 11のとおり，学生の
予習・復習の強化という観点では，効果があっ
たと考えている。
今後は，dotCampusの利活用によって，学生

の授業理解度向上と主体的に考えさせる授業展
開にどのような効果を上げることができるの
か，学修履歴等のログの詳細情報を含めてさら
に分析する必要があると考えており，今後の検
討課題である。

図 11　学生アンケート（自由記述抜粋）
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　8.　お わ り に

教育における ICT活用のポイントは，使用
が目的ではなく，教育力を向上させる手段とい
うことである。
本学が導入した授業支援システムである

dotCampusには，学生への連絡機能の他，掲示
板機能，アンケート機能，教材配布機能，レポー
ト収集機能，テスト実施機能，成績表示機能な
どがある。これらの機能を活用して，学習者が
積極的に学修するアクティブ・ラーニングを推
し進めることが可能である。
本学の授業支援システムである dotCampus

を利活用した教育改革は始まったばかりであ
り，今後も授業支援の利用を促進し，より質の
高い教育を目指し展開していきたいと考えてい
る。
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